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１．設立時全体構想



手法の活用

推定法の活用
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国際標準化

（ITTC、ISO、IMO（イン
センティブのための性能ラ
ンキング構築等））

【S2】
実海域性能推定手法の構築

● 推定手法(含、CFD)の精度検証・評価

● 模型試験法の検証

実海域実船性能
モニタリング手法の確立

（計測・解析・評価手法）

【S３】
実海域性能評価方法の確立

●船主に対する提示方法

●EEDIweather(fw)改良

世界中の船舶をほぼ同じ精度で客観的に評価・比較できる「ものさし」を確立
 設計段階で評価・比較できる「実海域性能の推定手法」の構築
 実海域での実船性能が評価・比較できる「実船性能モニタリング手法」の構築

実海域性能標準推定法
の確立

（推定手法＋模型試験）

比較・評価

研究目標
ｱｸﾄﾌﾟｯﾄ

世界中の船舶をほぼ同じ精度で客観的に評価・比較できる「ものさし」を確立
 設計段階で評価・比較できる「実海域性能の推定手法」の構築
 実海域での実船性能が評価・比較できる「実船性能モニタリング手法」の構築

評価法等の開発を行い、国際標準化も念頭に推定手法等の技術標準を定め、
 日本船舶の実海域における性能優位性が、客観的かつ透明性をもって評価可能
 日本における実海域性能向上の研究が促進（技術者の人材育成を含む）

研究効果
ｱｳﾄｶﾑ

研究目標
ｱｸﾄﾌﾟｯﾄ

【S１】
実海域における実船性能
モニタリング手法の構築

● 実船計測手法の精度検証・評価

● 実船計測・解析・評価手法の構築

実海域を走る
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S1-WG、S2-WG、S3-WGの各研究：

２．3年間（2017年下期～2020年上期）の研究成果

• 推定／計測／解析／評価手法はプログラム化も終了。

• 当初計画した研究はほぼ終了。

詳細の研究成果は後述。
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１）研究成果の普及、次期研究開発課題の抽出

３．今後の課題

• 海運／造船業界、学会等への研究成果のPR。

• コンピュータープログラム（推定／計測／解析／評価）の普及。
普及のため、基本プログラムは無料配布。フルセット版は有料
販売（会員には無料配布）。

• 課題の次期研究へのフィードバック。

2）国際標準化

• ITTC／ISO 基準を引用した IMO での標準化が望ましい。
GHG排出量規制強化 ← 排出量の推定／実船計測への有効活用

→ 国際標準化が必要

• 本プロジェクトで開発された各種手法を、ITTC や ISO の（既
存の）委員会での基準化活動の継続。

• 設計／実船運航現場への適用と普及。
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３）今後の活動体制

３．今後の課題

１）研究の成果の普及と継続／高度化、
２）国際標準化
のために、下記体制での研究継続を提案中。

• 実海域実船性能評価会議（略称：OCTARVIA会議）
- 継続活動全体のステアリング
- 研究成果の取扱い（公開／販売／提供／維持）→適用／普及
- 国際標準化対応

• 実海域実船性能評価プロジェクト研究会（略称：OCTARVIA２）
- 研究成果／プログラムのブラッシュアップ（機能強化）
- 研究の継続と将来課題の解決
- 国際標準化のための研究
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ご清聴ありがとうございました。
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